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本発表では、リスニングとワーキングメモリー（作動記憶）の関係について調査した結果を報告した。ワーキングメモリーは、かつては短期記憶と呼ばれていたものであるが、最近では、言語情報の処理と保存をつかさどる重要な役割を担っているとされる。リスニングにおいては、音声入力情報を適切に処理しながら、処理した情報の中で重要な部分を保持しcohesionやcoherenceを認識する役目を果たしているとされる。
リスニングのワーキングメモリーの容量や効率性を測定するためのLST (Listening Span Test)が米国カーネギー・メロン大学で開発され，Daneman & Carpenter (1980)に詳細が報告されている。ただし、これは英語を母語とする話者用のもので、日本人の英語学習者には難しすぎるため、Ushiro & Sakuma(2000)およびSakuma & Ushiro  (2001)にあるように日本人向けのLSTが開発された。しかし、この日本人LSTにも、背景的知識を要求する問題などが散乱し、いつくかの問題点があったため、これをさらに改訂した版を開発した。
本発表では、この改訂新版を用いて、日本人の大学生のEFL学習者に対してLSTを実施した。このLSTの結果、リスニングテストの結果、TOEIC得点に基づく総合的英語熟達度とを比較し、LSTのメモリーテストとしての妥当性について検討するとともに、リスニングとワーキングメモリーとの関係を考察した。　　

LSTとの相関係数は，LSTと Listeningが.57，LSTとTOEIC.52，LSTとComputer Dictationが.76となった（すべてp<.01）。このことから，LSTは，リスニングテスト，TOEICによる英語熟達度と中程度の相関があり，特に，１回聞いて書く（タイプする）Dictationとは高い相関が見られることがわかった。また，学習者がある程度の英語力をもっていないと，かなりの負担をかけることもわかった。さらに，2文レベルから５文レベルまでの設問の難易度の統一がまだ不十分であることも判明し，これが今後の課題である。
